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シップ行動尺度では，5 因子 17 項目（模範を示す，目標を示す，ポジティブなフィー
ドバック，配慮の提示，自律性のサポート）を抽出した（研究 1）。第５章のフォロワ
ーシップ認知尺度では，外食チェーン店長のフォロワーシップ認知尺度 3 因子（配慮
的行動，意欲的関与行動，主体的行動）16 項目を抽出した（研究 2）。 






























Ⅳ 総合考察  
































































































 学位論文審査において合格し，1 月 25 日に最終試験および公開発表会を開催した。
参加者は目白大学心理学研究科教員および大学院学生を中心に 10 余名であった。パワ
ーポイントを用い，20 分口頭発表を行いその後 30 分質疑応答が実施された。 
 口頭発表では，研究テーマに関する展望，用語の概念，研究モデルが述べられ，個々
の研究の結果と考察が説明された。質疑においては，調査方法として対象群の特性の
問題，検証モデル分析のために人数がやや少ない点，リーダーと従業員の同時分析す
る際の問題点などが取り上げられた。モデル証明にやや問題があり一部修正が必要と
されたがその他問題点はなかった。論文審査で指摘された題目の変更などは修正され
ており特に取り上げられなかった。研究の性質上十分多数の職場リーダーと従業員の
集めることが実際には困難で統計上リーダーと従業員をマッチングさせることの難し
さがあらためて指摘された。また対象群がひとつの企業であり偏っている点について
も今後の幅広い対象者による研究結果の確認あるいは補正の必要性が指摘された。 
 以上の公開発表会の質疑応答を参考に，審査委員会において審査がなされた。提出
論文，公開発表において，いくつかの問題点が指摘されたものの全体としては博士論
文の水準に達しており質疑応答も合格範囲内にあるものと判断された。 
 
２．最終結論 
 論文審査および最終試験の結果，最終結論として博士(心理学)の授与にふさわしく
合格と判定する。 
